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コロナ禍でも手軽に自宅でできる
ボランティア活動があります。
使用済み切手の収集です。

江東ボランティア連絡会では使用済みの切手を
回収しています。回収した切手は、切り揃えて業者に
引き渡します。これは当会の活動の一つであり、ボランティア初心者の活動の入り口の役
割も果たしています。また、収益は当会を通じて区内のボランティア活動に還元されます。

※きれいに切り揃える必要はありません。切り取る場合は周囲を５ミリ以上残してください。5mm

～コロナ禍でのボランティア活動Ⅲ～

参加者の感想（子ども）
●大変だけど楽しかったです。
●点字の意味を知れて勉強になった。
●打つのが難しかった。
●点字を打つのに想像以上に力が
要るので疲れましたが、頑張りま
した。
●できた時達成感が

あった。

ご寄付いただける
方は、江東ボラン
ティア・センター
までご連絡下さい。
☎3645-4087

参加者の感想（保護者）
●点字の仕組みが分かり、おもしろかっ
たです。ありがとうございました。

●駅のホームの点字等を見て興味があ
り、子どもにも体験させたかった。
体験できてよかった。

●親子で一つの点字絵本を作ることが
でき、良い時間を過ごせました。

親子点字講習会を行いました
８月15日、コロナ禍また猛暑の中でしたが、８組の親子が参加して点字

の体験学習が行われました。点字の基礎を学び、実際に親子で点字を

打って点字絵本を作成しました。

今年はコロナ対策として、参加人数を減らし

て３密を避け、マスク・フェイスシールドの着用、

用具の除菌など十分に注意しながらの講習会

でした。子どもたちにとっては様々な行事が中止

される今、夏休みの貴重な体験となった様です。

点訳「しんせい」
（江東ボランティア・センター登録団体）

stay home 自宅でボランティア活動

使用済み切手を回収しています



本紙掲載のボランティア活動をご希望される方

ボランティア登録がお済みの方 ボランティア登録されていない方

ボランティア登録をお勧めしています。
身分証明書（免許証・保険証などの住所を確認できるも

の）を窓口にお持ちください。

※現在、新型コロナウィルスの感染防止対策のため、ボランティアの受入を制限している
施設もありますので、施設に確認のほどお願いいたします。なお、活動をされる際は、
マスク着用、手洗い・手指消毒を心掛けてください。

ボランティア・センターへお電話を
ください。（登録番号・氏名・希望する活動・

活動日をお伝えください。）

子育て・保育

施 設 名 活 動 内 容 日 時 条件 人 数 交通費 食事

1

NPO法人
子育てサロン
すくすく

(亀高地区
集会所)

北砂6-26-7

①親子のあそび場
・消毒
・清掃
・お茶出し

など補助

①（月・火・水・
第2・4金曜日）
9:30～14:00

（イベントにより
変動あり）

対象：生後3ヶ月~
就学前の子ども

２名
〇
500円

×

②木育広場
・会場開始準備及び片付け
（おもちゃの荷下ろし・移動）
・消毒、清掃、遊んだ後のお
もちゃの消毒(コロナ対策）

・子どもの見守り

②第三日曜日
9:30～14:00

（イベントにより変動
あり）

対象：生後3ヶ月~
就学前の子ども

10名
(登録制)

〇
500円

〇

③ひととき保育
・保育補助

③随時
9:30～14:00

（イベントにより変動
あり）

対象：生後3ヶ月~
就学前の子ども

２名
〇
500円

×

子
ど
も
好
き
で
あ
り
、
あ
ま
り
お
し
ゃ
べ
り
好
き
で
な
い
人

３密（密閉・密集・密接）を避ける
お互いの距離は２ｍ以上あける。

汚れた手で無意識に目・鼻・口を触らない
手洗い・アルコール消毒の前は首から上を触らないように。

こまめに手洗い・アルコール消毒を
断水、消毒液がない場合にはあるものでできるだけのことを。

常にマスクを着用し、咳エチケットを守る
マスクを一時的に外した時に、共用のテーブルなどには
置かない。きれいな袋に入れておくなどする。

食器や洗面用具、タオルを他の人と共用
しない
個人の携帯電話やタブレットなど端末の貸し借りをしない。

身の回りの整理整頓、掃除に努めて清潔を
保つ
拭き掃除は、汚れの少ないところから多いところへ一方向に
拭き、ウイルスを広げないように注意。

心身の健康の維持に努める
体操やストレッチ、ウォーキングなど、なるべく体を
動かしましょう。

新型コロナウイルスの第２波・第３波の影響が
心配される中、「知っていれば誰でもできる
ちょっとした配慮」をご紹介します。

認定 NPO 法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）避難生活改善に関する専門委員会発行 「避難生活お役立ちサポートブック」より

～感染症予防や蔓延防止のために～


